「第２９回恩原高原氷紋まつり」委託業務公募型プロポーザル審査要領

１　趣旨及び内容　

鏡野町の特徴を活かし、恩原高原の「雪」を題材にした岡山県下冬最大のイベントとして「第２９回恩原高原氷紋まつり」を開催する。大雪像の制作、雪上イベント、花火とレーザーによるクライマックスの演出など見ごたえのある冬のイベントとして恩原高原スキー場を全国へ発信し、体験型の雪上イベントを積極的に取り入れることにより、高齢者から子供まで幅広く楽しめるイベントとして実施するものである。
　この「第２９回恩原高原氷紋まつり」を実施するにあたり、委託業務公募型プロポーザルにおける審査基準とその方法を示し、より多くの方が参加してみたいと思う魅力あるイベントにより、上記の目的が達成できる業者を選定する場合の手続きについて必要な事項を定める。

２　審査員

副町長、総務課長、まちづくり課長、上齋原振興公社、鏡野観光局、産業観光課長の計６名で審査を行う。(審査に際し欠員が生じた場合は担当、または関係他課の審査員を配置する)
３　審査資料

「第２９回恩原高原氷紋まつり」委託業務公募型プロポーザル実施要領に基づき、参加表明書を提出された各社の企画書及び見積額から評価を行う。

４　業者選定基準

　「第２９回恩原高原氷紋まつり」委託業務公募型プロポーザル実施要領に規定する参加資格を有するもの。
５　審査基準

審査要素を別添審査表のとおり設定する。

６　審査方法

（１）審査員により審査基準に基づき採点を行うこととする。

（２）各審査要素について別紙審査表のとおり５段階で評価を行う。
（３）別紙　「第２９回恩原高原氷紋まつり」委託業務公募型プロポーザル評価シートに記入する方式で各業者に対し評価を行い、その集計を行う。単純集計の上、合計点により順位を決定し、この順位と合計点を基に、委託業者を決定する。
